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東 美穂 論文内容の要旨 
 
 
主  論  文 
 
Tongue pressure is associated with aging, sex, handgrip strength, 
and lean body mass in community-dwelling middle- and old-aged 



























参加に同意した日本人成人 638名（男性 241 名、女性 397名）。 








男女間の比較には t 検定とマンホイットニーの U検定を使用し、舌圧と他の検査項
目との関連を単相関および重回帰分析で解析した。正規分布しない項目は対数に変換
して解析した。いずれも p値は 0.05以下を統計学的に有意とした。 
 
結   果 
男女の平均年齢はそれぞれ 71.0 歳と 70.0 歳で、男女の最大舌圧値の平均値はそれ
ぞれ 30.5±10.6kPaと 28.3±9.9kPaと男性が有意に高かった（p=0.01）。 













考   察 
地域在住中高年者において舌圧は年齢、性、除脂肪体重、握力に独立して関連して
いた一方で、血圧や HbA1c、CIMT といった生活習慣病関連因子とは独立して関連し
ていなかった。先行研究では日本人の健常成人において舌圧は加齢によって低下する
ことが報告されており、本研究の結果と一致する。 
今回の研究では、舌圧は握力および除脂肪体重と独立して関連していたが、この結
果は筋力や全身の筋肉量が舌筋力の重要な決定要因の一つであることを示唆するも
のである。これまでの報告でもサルコペニアが四肢の筋力だけでなく舌筋力にも関連
することが明らかになっている。また、高齢者のサルコペニアによる嚥下障害は誤嚥
性肺炎の主なリスクファクターの一つであるとも報告されており、今後舌筋力の評価
等を通じた誤嚥性肺炎の予防対策が重要になってくると考えられる。 
今後、筋力や全身の筋肉量の回復が舌筋力の増強に影響するかなどを研究し、舌筋
力を向上させる手法を開発することで、閉塞性睡眠時無呼吸症候群や誤嚥性肺炎の予
防に向けた取り組みを行う必要がある。 
